
２０２０年 スローガン

　平素より、公益社団法人山形青年会議所の運動、
事業に対し、深いご理解と温かいご支援を賜って
おります事に心から感謝申し上げます。私は第６５
代理事長を務めます岩田雄治と申します。今年１年
間どうぞよろしくお願い致します。
　昨年、山形青年会議所は、市民の皆様をはじめ、
行政、関係諸団体、各地会員会議所の皆様にご協
力をいただきながら、６０周年提言「ＢＲＩＤＧＥ」
のもと、未来へつなげる架け橋を描くためにメン
バー一丸となり活動を展開して参りました。また、
本年は創立６５周年の節目を迎える年となります。
これまで先輩諸氏が積み上げられた多くの輝かし
い功績に感謝をするとともに、これまでの運動、
活動を検証し、これからの未来に向けて時代に即
した確かな歩みを進めて参ります。
　
　２０２０年、山形青年会議所は「情熱を焦がし
挑戦しよう！～かけがえのない仲間とともに～」
のスローガンのもと、今、青年には何が求められ
ているのか、地域には何が必要なのか考えながら、
かけがえのない仲間とともに青年らしく情熱を焦
がし様々なことに挑戦して参ります。

　山形の夏の風物詩として、多くの市民の皆様に
支持され発展してきた山形大花火大会は、本年で
４１回目を迎えます。これまで以上に喜んでいた
だけるよう、より安全で安心な大会を目指し、市民
の皆様とともに、創意工夫を施した大会を目指し、
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心震える大会の創造へつなげて参ります。
　そして、我々市民が、故郷に現存する自然、歴史、
食文化や精神文化など、ありとあらゆる潜在的魅
力を再発掘、再認識し、理想のまちやまがたを想
像し、郷土愛を持ったひとの育成につながる事業
を展開して参ります。

　さらに、会員の資質向上は組織力の向上に直結
すると考え、多くの人との出会いや様々な機会の
もとで幅広い経験を積み、社会人として当たり前
のことができているのか、他者を理解し思いやり
をもって行動できているのか、今一度原点に返り
自分づくりから資質向上を行なって参ります。
　また、私たちは地域のまちづくりを担う団体です。
より効果の高いまちづくり事業を継続的に展開す
るためにも、多種多様なメンバーが所属している
必要があります。私たちは全メンバーが一丸となっ
て会員拡大活動を行って参ります。
　そして、我々が行う運動の全てにＳＤＧｓのゴー
ル、ターゲットをリンクさせ、世界に山積する問
題や課題を、地域の問題、課題として意識し、問
題解決の一助となるよう運動を展開して参ります。
　創設以来、普遍のテーマである「明るい豊かな
社会の実現」に向け２０２０年度も全メンバーで、
運動、事業を力強く推し進めて参ります。
　本年も引き続きのご指導、ご鞭撻を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

ご 挨 拶

岩 田 雄 治公益社団法人山形青年会議所
２０２０年度  第６５代理事長
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【日本青年会議所】

【東北地区協議会】

【山形ブロック協議会】

【山形青年会議所】

真実一路　軌跡を紡ぎ、奇跡を起こそう！

全ての人びとが笑顔で生きがいを持てる東北の実現　～軌跡を紡ぎ、奇跡を起こそう～

今日の自分を「超」えて行こう！夢と笑顔溢れる「やまがた」の実現に向けて

情熱を焦がし挑戦しよう！　～かけがえのない仲間とともに～
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２０２０年度 正副常任理事監事紹介

２０２０年度 委員長・部会長 紹介

理事長

岩 田  雄 治

直前理事長

手 塚  孝 樹

特別顧問

近 藤  英 雄

地域価値創造グループ

副理事長

長谷川 晃一

会員拡大グループ

副理事長

庄 司  哲 也

交流推進グループ

副理事長

三 浦  真 守

組織育成グループ

副理事長

髙 橋  将 史

ＬＯＭ運営グループ

専務理事

吉 田  昌 平

監　事

齋 藤  源 太

監　事

向田 竜也

地域価値創造グループ

常任理事

齋 藤  翔 太

会員拡大グループ

常任理事

兼 子  和 伴

花火大会特別委員会

特別委員長

千 歳 　 望

花火大会特別委員会

本部長

小 松 　 衛

組織育成グループ

常任理事

小 野  裕 史

交流推進グループ

常任理事

奥 山  竜 士

LOM 運営グループ

常任理事

半 田  直 樹

LOM 運営グループ

常任理事・財政審査局局長

阿 部  則 裕

会員拡大委員会

委員長

冨 樫  宜 信

未来創造委員会

委員長

中 嶋  康 博

会員交流委員会

委員長

田 村  貴 史

組織強化委員会

委員長

星 　 雄 介

総務渉外委員会

委員長

細 江  大 樹

花火大会特別委員会

部会長

安 部  誠 司

花火大会特別委員会

部会長

髙 橋  慶 多

花火大会特別委員会

部会長

林 　 勝 俊

花火大会特別委員会

部会長

布 施  翔 太

LOM 運営グループ

事務局長

白 田  圭 一
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２０２０年度 各委員会事業説明

地域価値創造グループ

花火大会特別委員会

組織育成グループ

会員拡大グループ

会員拡大委員会

ＬＯＭ運営グループ

（１）第４１ 回山形大花火大会の企画・実施に関する事項

（２）持続可能な山形大花火大会実現に向けての企画・ 実施に

　　関する事項

（３）例会の企画・実施に関する事項

　・４月例会の企画・実施

　・８月第１・第２・第３例会の企画・実施

（４）外部団体との連携に関する事項

　・８０年代スキー復活実行委員会への支援活動

　・ビューティフルコミッションへの支援活動

（５）その他

未来創造委員会
（１）例会の企画・実施に関する事項

　・１０月 公開例会の企画・実施

（２）広域まちづくり協議会に関する事項

　・３月４ＬＯＭ合同例会の企画・実施

（３）広報・発信活動に関する事項

　・広報誌「蔵王」の発行（２月・６月・１１月）

　・山形ＪＣホームページの運用 と対外発信事業の企画・実施

（４）海外姉妹ＪＣとの交流に関する事項

　・台湾四維ＪＣとの交流

（５）外部団体との連携に関する事項

　・キッツビューエルクラブへの支援活動

（６）災害支援活動に関する事項

（７）その他

組織強化委員会
（１）例会の企画・実施に関する事項

　・２月例会の企画・実施

　・６月例会の企画・実施

　・９月例会の企画・実施

（２）アワードに関する事項

　・国内アワードへの申請

（３）組織強化に関する事項

　・スタッフセミナーの企画・実施

　・会員の例会出席率向上に向けた活動の企画・実施

（４）その他

交流推進グループ

会員交流委員会
（１）新春賀詞交歓会式典並びに祝賀会に関する事項

（２）６５周年記念式典並びに懇親会の企画・実施に関する事項

（３）山形ＪＣシニアクラブとの交流に関する事項

　・山形ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動

（４）日本ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動に関する事項

（５）国内姉妹ＪＣとの交流に関する事項

　・倉敷ＪＣとの交流（京都会議・サマコン・その他）

　・倉敷ＪＣとの交流事業の参画

（６）その他

総務渉外委員会

（１）山形ＪＣ活動の取材・記録管理に関する事項

（２）総会・例会・理事会運営に関する事項

　・１月定時総会の実施

　・臨時総会の実施

　・例会の設営

　・諸会議の事前案内・準備・運営・管理

（３）会員の家族交流に関する事項

　・１２月例会の企画・実施

（４）庶務活動に関する事項

　・庶務活動の実施

（５）ＬＯＭ内褒賞に関する事項

　・ＬＯＭ内褒賞委員会の設立

（６）各種大会での渉外活動に関する事項

　・各種大会への参加促進並びにＬＯＭナイトの設営

　・ＬＯＭブースの出展

（７）出向者の支援に関する事項

（８）その他

事務局
（１）本会議所の円滑な運営に関する事項

（２）会議所設営の補佐業務並びに連絡調整に関する事項

（３）外部団体との連携に関する事項

　・山形リトルリーグへの支援活動

　・お古紙ください協議会への支援活動

（４）山形ブロック協議会との協働事業に関する事項

（５）その他

財政審査局（兼務）

（１）事業予算・決算の審査に関する事項

（２）コンプライアンスの審査に関する事項

（３）公益法人維持に関する事項

（４）その他

（１）例会の企画・実施に関する事項

　・５月例会の企画・実施

　・１１月卒業例会の企画・実施

（２）会員の拡大に関する事項

　・新入会員の募集

　・新入会員候補者セミナーの企画・実施

　・新入会員認証式の企画・実施

　・会員拡大シート作成

（３）新入会員事業の企画・実施に関する事項

（４）海外姉妹ＪＣとの交流に関する事項

　・香港シティ・レディーＪＣとの交流

（５）その他
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/ 出 / 向 / 者 / 紹 / 介 /

― 入会年度 ―

平成28年

― 勤 務 先 ―

（株）フィルグローブ

公益社団法人日本青年会議所
組織グループ

国際アカデミー委員会
運営幹事

小野 裕史

（株）高見屋旅館

勤 務 先

国際アカデミー委員会
委 員

入会年度 / 平成 29 年

岡崎 彌門

（株）こまつ書店

勤 務 先

国際アカデミー委員会
委 員

入会年度 / 令和元年

小松 壮一

（株）弥五兵衛

勤 務 先

総務委員会
委 員

入会年度 / 平成 29 年

荒井 竜弥

ヤマコン食品（有）

勤 務 先

組織拡大戦略会議
委 員

入会年度 / 平成 24 年

長谷川 晃一

【公益社団法人 日本青年会議所】

　本年度、公益社団法人日本青年会議所　組織グループ　国際アカデミー委員会に運営幹事として

出向させていただいております。

　国際アカデミー委員会は、世界で活躍するリーダーを輩出するため今年で３３回目を迎える日本

青年会議所の一大事業ですが、その事業に携われることを大変光栄に感じております。人材を育成

することが自己の成長につながり、出向で得た経験を LOM に還元するため、山形ＪＣの代表とし

一年間担いを全うして参ります。

― 入会年度 ―

平成25年

― 勤 務 先 ―

（株）庄司ストアー

公益社団法人日本青年会議所
東北地区協議会
会務担当副会長

庄司 哲也

（株）鈴木油店

勤 務 先

事務局次長

入会年度 / 平成 29 年

鈴木 健博

（株）三和フードサービス

勤 務 先

東北ゼミナール委員会
委 員

入会年度 / 平成 30 年

浦口 陽平

（株）ZENITH

勤 務 先

運営専務

入会年度 / 平成 21 年

半田 直樹

（株）テレビユー山形

勤 務 先

やまがたアクション１７委員会
幹 事

入会年度 / 平成 27 年

畑　秀生

ジブラルタ生命保険（株）

勤 務 先

ブロック大会運営委員会
副委員長

入会年度 / 平成 25 年

奥山 竜士

（株）フーツラ

勤 務 先

ブロック大会運営委員会
幹 事

入会年度 / 平成 29 年

原田 英明

大同生命保険（株）

勤 務 先

ブロック大会運営委員会
委 員

入会年度 / 令和元年

進藤 正和

（株）エフエム山形

勤 務 先

アカデミー委員会
幹 事

入会年度 / 平成 25 年

齋藤 源太

ラッキーバッグ（株）

勤 務 先

アカデミー委員会
委 員

入会年度 / 令和元年

佐竹 雄大

進和ラベル印刷（株）

勤 務 先

アカデミー委員会
委 員

入会年度 / 令和元年

晋道 勇一

松田卓也公認会計士事務所

勤 務 先

アカデミー委員会
委 員

入会年度 / 令和元年

松田 卓也

（株）Kapi l i -Na

勤 務 先

アカデミー委員会
委 員

入会年度 / 令和元年

平原 万匡

（有）東洋建装

勤 務 先

事務局次長

入会年度 / 平成 28 年

松田 大和

プルデンシャル生命保険（株）

勤 務 先

事務局補佐

入会年度 / 平成 30 年

堀越 悠輔

（株）吉田段ボール

勤 務 先

事務局補佐

入会年度 / 平成 30 年

吉田 英二

【公益社団法人 日本青年会議所 東北地区協議会】

　最終年度に東北地区協議会会務担当副会長として出向をさせていただきますが、このような出向

の機会をいただきまして誠に有難うございます。東北ゼミナール委員会を担当させていただきます

ので、これまで山形青年会議所で培ったものを各ゼミ生に伝え山形青年会議所の良さを東北地区に

広めて参りたいと考えております。そして地区協議会で得たものを最後に山形青年会議所へ還元で

きますように学ぶ姿勢を忘れずに一年間邁進してまいりますのでよろしくお願い致します。

― 入会年度 ―

平成 24 年

― 勤 務 先 ―

ヤマコン食品（有）

公益社団法人日本青年会議所
東北地区

山形ブロック協議会
副会長

長谷川 晃一

【公益社団法人 日本青年会議所 東北地区 山形ブロック協議会】

　２０２０年度山形ブロック協議会副会長を仰せつかり出向させていただきます。山形ブロック協議会として

は、県内１７ＬＯＭに心を寄せる支援を行いながら、日本ＪＣ、東北地区協議会との橋渡し役として「やまがた」

を活性化させていきます。担当委員会として【やまがたアクション１７委員会】を預かり、会員拡大を目的と

した組織改革と会員企業へのＳＤＧｓの普及など様々な事業を展開してまいります。副会長として同じ出向者

と共に努力し、山形ＪＣへ還元できるよう、精一杯務めてまいります。宜しくお願い致します。
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京都会議報告

賀詞交歓会報告と御礼

　過日１月１７日（金）～１９日（日）に開催されました２０２０年度京都会議に

参加してまいりました。新年式典における日本青年会議所第６９代会頭石田全史君

の所信表明では、ＳＤＧｓの達成や地方創生の実現に向け、力を結集して取り組む考

えを表明するほか、ＪＣ宣言文の見直しや組織改革にも意欲を示されていました。メ

ンバー全員で会頭所信の理念を共有し、一丸となって運動を展開していくことをお

約束し、ご報告とさせていただきます。

総務渉外委員会　委員長　細江大樹

　１月２８日、ホテルメトロポリタン山形において２０２０

年度新春賀詞交歓会を開催致しました。日頃から大変お世話

になっております関係諸団体の皆様をはじめ、全国各地のＪ

Ｃメンバー、山形ＪＣシニアクラブの先輩諸氏にご参会いた

だき、年度初めの事業として山形青年会議所の姿勢を発信す

ることができました。また、手塚直前理事長からは２０１９

年度の御礼、岩田

理事長からは本年

度の所信を述べさせていただきました。

「情熱を焦がし挑戦しよう！～かけがえの

ない仲間とともに～」のスローガンのもと、

明るい豊かな社会の実現を目指すことを

お誓い申し上げ、御礼とご報告と致します。

当日は多くの方にご参会いただき誠にあ

りがとうございました。

会員交流委員会　委員長　田村貴史
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編集後記

２０２０年２月 ２０日発行　発行責任者　岩田　雄治　編集責任者　中嶋　康博　編集　未来創造委員会

　日頃より山形青年会議所の運動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

　平成から令和の時代に変わり、山形青年会議所は岩田理事長の下、「情熱を焦がし挑戦しよう！～かけがえのない仲間とと

もに～」をスローガンに、創立 65 周年を迎えることができました。これもひとえに関係諸団体の皆様や多くの市民の皆様、

そして、山形ＪＣシニアクラブの先輩諸兄の皆様のご理解とご協力の賜物と、厚く御礼を申し上げます。

　山形青年会議所は、今年度も明るい豊かな社会の実現に向けて、青年らしく情熱を焦がし様々な運動を展開して参ります。

一年間、何卒よろしくお願い申し上げます。

会 員 拡 大 P R

　本年度の拡大テーマは「一意専心」です。キャピタル JC である我々が今しなく

てはならない最も重要なことは、常に周囲を引っ張るパワーと想いをもって多く

の同志を迎え入れることです。すべての活動は会員あってのことです。これまで

の先輩諸氏より紡いできた輝かしい歴史と伝統のある山形青年会議所の新たな

ページを作るために、今こそ LOM 全体で全力で会員拡大活動を取組む時です！

皆様からの新入会員候補者の情報提供のご協力をお願い申し上げます！

　入会してまだ数か月ですが、青年会議所の印象

を一言で表現すると「大人の部活動」といったと

ころでしょうか。新しい経験や発見の連続で刺激

的な毎日を送っています。ＪＣを通じて多くの先輩、

仲間との出会いがありました。楽しいことは勿論のこと、苦しい

ことを共有することで仲間との友情や絆を深められるというのは、

ＪＣならではの魅力だと感じました。

　また、花火大会などの様々な事業を通じて、自己成長の機会を

沢山得ることができます。これまで自分を育ててくれた地元山形

の未来に貢献できるような人材になりたいという思いでＪＣ活動

に取り組んでいます。

　今後とも先輩方からのご指導をいただきながら、失敗を恐れず

に挑戦し続け、自分を磨いていきたいと思います。

会員拡大委員会　委員長　冨 樫 宜 信

2019 年度入会　㈱市村工務店　今 野  雄 貴 君

　ＪＣへ入会したきっかけは、上司からの勧めで

した。

　それまで小さな世界で生きてきた私には正直不

安しかありませんでした。入会してみると、同世

代のメンバーが地域のために、誰かのために一つひとつの事業に

真剣に取り組んでいる姿を拝見し、自分の未熟さを痛感しました。

会社でも、人間としても成長したいと感じていた私には絶好の機

会をいただいたと思っています。

　ＪＣに入会することで様々な業種の方と出会い、交流していく

中で今までとは違った感性を得ることができています。これから

も明るく前向きに活動をしていきたいです。

2019 年度入会　山形日産自動車㈱　小 関  友 栄 君

山形ＪＣに入会して


